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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

東京都小金井市にあり、社会福祉法人東京聖労院が運営する特別養護老人ホー

ムです。平成12年に開設しました。特養入居者93名、ショートステイ利用

者１０名が生活されております。ヘルパーステーション、居宅介護支援事業所、

地域包括支援センター、在宅サービスセンターを併設しています。

《１．研究前の状況と課題》

 利用者の身体機能やその状態に応じたケア

を記載するアセスメントシートを作成してい

る。そのため、施設サービス計画書の内容の多

くは、身体機能に関するケア内容となってい

た。利用者の生活には、楽しむこと、好きなこ

とが欠かせない。しかし、生活歴や趣味、仕事

等を知る方法や手段が明確になっていない、知

り得た情報と生活のつながりがみえていない

ことが課題であった。 

 平成22年度に中堅職員研修のテーマとして

ダイバージョナルセラピー（以下ＤＴ）の講義

を受け、個々のライフスタイルを根拠とした楽

しみ・レジャーの提供は利用者の尊厳にとって

重要なケアであるということを学んだ。 

 ＤＴアセスメントに基づいた利用者の自分

らしく、楽しい生活をサポートするためのケア

や環境作り、レジャーを検討することとした。

《２．研究の目標と期待する成果・目的》

利用者個々のライフスタイルに着目した

生活環境の整備を目指し、そのために必要な

アセスメントに力点を置くこととした。

ＤＴの活動は、長期的に継続する予定であ

る為、平成２３年５月からの一年間は、「ラ

イフスタイル」や「レジャー」に着目したＤ

Ｔアセスメントシートを作成し、全利用者分

の記入を終了することを目標とした。

 同時に、日常の生活では表れにくい・感じ

とりにくい利用者の思いや表情の変化を引

き出すためにＳＯＮＡＳセッション等ＤＴ

プログラムを実施し、その活動の内容をアセ

スメントシートへ記載することで、アセスメ

ント内容の充実と必要性を全職員が認識で

きるよう取り組んだ。 
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《３．具体的な取り組みの内容》 

１、ＤＴ検討委員会の設立 

２、ＤＴのコンサルタントの招聘 

日本ＤＴ協会理事長が月に一度来園し、Ｄ

Ｔプログラムの実施、アセスメントシートの

作成、ＤＴ理解のための職員への研修などの

コンサルティングを受けた。 

３、アセスメントシートの作成の手順の検

討と全利用者の作成 

7月にアセスメントシート作成、配布。見

直しは半年に１回とし、記入者は、ケアワー

カーのみではなく、関係セクション全員が記

入できるようにした。 

４、アセスメントを活用したＤＴプログラ

ムの実施 

五感を活用する小グループでのＳＯＮＡ

Ｓセッション（延べ参加者数86名）や、集

団の活動には参加しにくい利用者を対象と

した個別活動のルームヴィジット（同16名）

を実施し、その都度評価をし、再アセスメン

トを実施。 

《４．取り組みの結果と考察》

１、ＤＴアセスメントシートの作成

 当初は、ＤＴについてとＤＴアセスメント

シートの周知が不十分であり、記入内容が少

ない状態であった。10 月にはファイル方法

の見直し、４月より、月の重点項目を設定し

た。このことにより、情報の収集、管理しや

すくなり、記入内容量の増加がみられた。全

項目に対して 52％のアセスメントが終了し

ている。

２、ＤＴプログラム

利用者の笑顔や、利用者同士の会話がみら

れ、反応は明らかな変化があり、プログラム

中は利用者が中心となり進んでいく場面も

多くあった。利用者の普段と異なる一面を発

見することができた。ＤＴプログラム以外の

日々の生活場面の声掛けやクラブ活動の内

容も、ご利用者の好きな事を取り入れる等の

職員の視点にも変化がみられている。

《５．まとめ、結論》

アセスメントシートをもとにしたご利用

者の個々に合わせた生活環境の整備の検討

段階である。しかし、現段階であっても、す

でに「～さんは～がすきだから選択して頂こ

う」「～さんは、～の経験があるから、～し

て頂こう」とその人らしさをプラスした声掛

けを行うことによる効果がみられている。効

果は、ご利用者の表情や反応に変化としてみ

られている。

今後は、身体面のアセスメントとライフス

タイルに着目したアセスメントを両輪とし

た施設サービス計画書を立案し、より根拠が

明確となったケアを提供できるように、さら

に取り組んでいきたい。そのためには、ＤＴ

の理解が不可欠である。ＤＴ委員以外の全職

員への研修やプログラムの実施を継続して

いく必要がある。 

《６．倫理的配慮に関する事項》

本研究発表を行うにあたり、ご本人及び、

ご家族に口頭にて確認をし、本研究発表以外

では使用しないこと、それにより不利益を被

ることは無い事を説明し、回答をもって同意

を得たこととした。

《７．参考文献》
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《８．提案と発信》

 施設入居者自ら何かを発信することが出

来にくい状態である。現状では、１日の中の

限られた時間にレクや散歩などを行ってい

るが、利用者がどなたでも、好きな事ややり

たい事が、食事・排泄・入浴等のケアと同じ

位重要であると全職員が意識を持つ生活を

考える為に、ＤＴの導入は有効である。
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